
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新津・小須戸 

九条の会
№１ 2005.12.28 

新津・小須戸「九条の会」事務局 

新 津 教 育 会 館 内 

新潟市善道町 2－9－44 

Tel 0250-21-3691  Fax 0250-21-3692 

「憲法 9 条を守る新津の集い」に 180 人！
１２月１０日(土) 新津･小須戸地域に憲法９条を守る｢九条の会｣が結成されました。多彩な各

界の３７人が呼びかけ｢憲法９条を守る新津の集い｣が新津地域保健センターで開催され、時おり

雪の舞う雨天の中 180人が集い、憲法９条への関心の高さと「改憲」への危機感を示す集会とな
りました。 
８人の代表委員を代表して加藤朝雄(新津仏教会会長)の挨拶に続き小池清彦加茂市長と川村正

敏弁護士の記念講演、｢新津･小須戸九条の会｣の結成とアピールの確認、青木敦志(元小須戸ＰＴ
Ａ連合会会長)の閉会の挨拶で２時間３０分の集いを終えました。 
新津･小須戸「九条の会」の結成では、「①経過報告、②申し合せ事項、③事務局からのお願い｣

を提案･承認されました。事務局から入会とカンパの訴えがあり、97人の入会者と 96,400円の
カンパが集まりました。また、｢九条の会｣のポスター100枚、リーフレット約 400枚が普及され
ました。現在、入会者は 180人、カンパの総額は約 30万円となりました。 

憲法を語る   小池講演  

思いのほか事態は緊迫してお

り、このままでは数年後には９条

の改正だけではなく、徴兵制がひ

かれるのでないか。 
 平和憲法がなかったら朝鮮戦

争、ベトナム戦争に自衛隊は送ら

れ、多数の戦死者がでたことでし

ょう。平和憲法は日本の宝です。 
 今は少子化の時代で、戦死者が

出れば、自衛隊に入る人は激減し、

即座に徴兵制です。 
 日本は原爆を２発浴びた平和国

家です。こうした立場を絶対に捨

ててならないのです。 
守ろう９条！     川村講演 

戦後 60 年間、日本では戦争で一人も死んでいない
し、殺してもいない。これは憲法九条のおかげです。

自民党は現状に合わせて自衛軍と明記するだけだとい

うが、重大なことです。ことに国際協調といいますが、

これは海外で戦争できるということを意味していま

す。これまで戦争で解決したものがあったでしょうか。

憲法九条は軍事力増強の歯止めでもあります。戦争反

対は思想信条を超えて誰でも共感できるテーマです。

｢戦争をやめましょう｣の声を上げましょう。 
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事務局からのお願い！ 

◇ 宣伝用の「ニュース」「アピール」「申し込

み用紙」を同封しました。「九条の会」を

ひとまわり大きくして下さい！ 
◇ 「九条の会」のポスターとリーフレットを

活用してください！ 
ポスターは 1 枚 100 円、リ－フレットは
無料です。事務局に連絡して下さい。 

◇ 職場や地域で大小さまざまな学習会を開

きましょう！ 講師依頼などについては、

事務局でお手伝いします。 
◇ 「憲法や九条についての想い」や「事務局 
  への要望」など感想・意見をお寄せ下さい!  
◇ 事務局員募集中！ 
「九条の会」のアピールに賛同する人であれ

ば、どなたでも大歓迎です！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

憲法への想い         斎 川 長 三 代表委員 

敗戦の翌年 11 月新憲法が公布されたとき、私は新潟高校（旧）に在学中でしたが、戦
争でそれぞれ苦しい体験をした周囲の人々の多くは、これで戦争をしなくてよいのだ、自

由に物が言えるのだ、軍隊の横暴に晒されなくてよいのだ、と大きな喜びとともにこれを

受け入れたと思います。国会審議の過程で共産党の野坂参三氏の「自衛権は持つべきでは

ないか」という質問に対して、吉田首相が「歴史上侵略戦争もすべて自衛の名のもとで行

われた、認めるべきではない」と明言したのを聞き、この憲法の絶対平和主義に感銘を覚

えたことを鮮やかに記憶しています。 
戦後の国際情勢を見れば、軍事力では困難な問題は何も解決されないことが明らかにな

ったと思います。 
今日この国を侵攻しようとすれば、大規模な軍事力かミサイル攻撃によるものとなるで

しょう。前者が可能な国はアメリカだけです。また一旦ミサイルで攻撃された場合には防

ぐ手段はありません。万全の準備をして行われたはずのアメリカのミサイル迎撃実験では

一発を撃破するのにさえ度々失敗しています。この国で一発でも東京あるいは東海村原子

力発電所に落ちたらどうなるでしょうか。 
他国を侵攻するにはその意思が必要です。その意味からも特に近隣諸国との友好関係は

不可欠です。 
私は憲法の揚げる絶対平和主義の‘理念’こそが世界で平和を実現するための最も有効

な‘現実的’な手段であると信じています。 

学習会のご案内 

緊迫する国会情勢から 

  国民投票法案のねらうもの！ 

 

と き：06 年 2 月 4 日（土）14：00～ 

ところ：新津地域保健センター（予定） 

講 師：成嶋 隆（新潟大学法学部教授）

「12･10 集会」に参加して 

１、30 代女性 

 小池さんの講演で防衛庁内部の考え方や、

防衛庁長官が総理の言いなりであることの危

険性などを知ることができ大変勉強になりま

した。この会が一人ひとりの個人の意志によ

る集まりであるべきだ、という主旨にも共感

しました。 
２、70 代 

 小池さんのお話には、今までにない説得力

があった。一層危機意識が芽生えました。じ

っとしてはいられない気持ちになりました。 
３、40 代女性 

 私たちの年代以下は、平和の中で生まれ、

戦争を知りません。平和が当然のことの中で

改めて、戦争や平和の勉強をしなければいけ

ないと思いました。特に、９条を多くの人が

知らなければならないと思います。 
４、70 代男性 

 今日入会を申し込みました。９条を守る闘

いは、戦後の歴史の中で最大のものになるで

しょう。「善戦したが負けた」という訳にはい

きません。負けたら次の機会に取り返せばよ

いという甘い考えは、今度はだめです。絶対

に勝つこと、それを会の目標にしましょう。 


